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■策定した BCP のポイント 

・保険代理店にとって、重要な業務である「（契約者からの）問合せ対応」、「損害サービス」、

「保険契約の保全」の 3 つについて、有事の際の対応フローを整備。 

・定期的な訓練により課題を洗い出すとともに、所定のフォーマットに課題を記録して改善

につなげる運用とした。 

 

Q.会社の概要を教えてください。 

当社は、千葉県千葉市に本社を構える、保険代理店業を営む企業です。 

 

Q.令和４年度、策定講座もしくはコンサルティングを受講したきっかけを教えてください。 

まず、当社の社会的役割として、災害時に契約者様に迅速に保険金をお支払いすることが

あります。それを可能とするためには災害時においても業務が止まらないように備えてお

くことが必要であり、そのために BCP を策定したいという思いを持っていました。そのよ

うな中、タイミングよく策定講座のことを知り、参加することにしました。そのほかにも、

代理店資格を維持するために BCP の策定が必要であったこと、令和 3 年度に事業継続力強

化計画の認定を取得し、さらに内容を深堀したいとの思いもあったことも参加を決めた理

由の 1 つです。 

 

Q.策定した BCP の概要を教えてください。 

対象リスクは震度 5 強の地震としました。重要業務は、保険代理店業ということを踏ま

え、「お客様からの問合せ対応」、「損害サービス（支払い手続きなど）」、「契約保全」の 3 つ

としました。策定講座および個別コンサルティングで、コンサルタントから受けたアドバイ

スや、提供されたひな形などを参考に作成しました。 

当社の BCP 基本方針は以下 3 つとしています。 

• 人命（従業員・顧客の安全を守る） 

• 顧客からの信用を守る 

• 事業の継続、または早期の再開により事故対応機能を守る 
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Q.BCP 策定過程で苦労したことは何ですか？ 

事前に事業継続力強化計画を策定していたのですが、被災時の具体的な手順のまとめが

大変かなと感じました。しかしながら、千葉県事業の支援メニューがあることを知ることが

できたため、あまり苦労を感じる局面はありませんでした。 

 

Q.現状、計画に基づき具体的に行っていることは何ですか？ 

いざという時に重要業務に掲げた業務を行えるようにしておくために、避難訓練や従業

員による BCP の読み合わせなどを行っています。 

 

Q.日常業務で BCP を策定した効果はありますか？ 

繰り返しになりますが、当社は保険代理店業を営んでおり、本業の内容が BCP に近接し

た分野となります。そのため、保険を販売する際に、関連情報として BCP の話をすること

もあるのですが、実感を持って説明することができました。 

 

Q.BCP を今後会社の企業経営にどう生かしたいですか？ 

いざというときに契約者様の支援を適切にできるよう、有事の際の対応力を向上する

BCP は必要と考えています。当社の社会的役割を全うするために、BCP を活かしていきた

いと思います。 

 

Q. BCP 策定講座（or コンサルティング）はいかがでしたか？ 

当社は策定講座、および個別コンサルティングの両方を利用しました。 

BCP 策定講座に関しては、話を聞くのみならず、演習において自ら BCP を作成すること

ができ、それを通じて、BCP 策定の必要性を実感することができました。ただし、1 つお願

いをするとすれば、策定講座の演習に関して、事前に予習すべきことを案内してもらえたら

尚良かったと思います。 

個別コンサルティングについては、独力で BCP を策定することを考えると、支援があっ

て大変助かりました。当社の行いたかったことに沿って、コンサルタントよりアドバイス・

サポートを得ることができ、全般的に助かりました。 

当社の場合は、代理店資格の維持など外的な要因もあったため、何としても BCP を完成

させたいという状況でした。そのため時間をかけてでも、専門家の助言を受けながら BCP

の策定を行える個別コンサルティングを受けたいと思いましたが、BCP を策定したいとい

う思いの程度は各社各様だと思いますので、まずは話を聞いてみたいといった程度の要望

に応えられるプログラムもあっても良いかと思いました。 
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フローチャートのサンプル 

(1) 問い合わせ対応 

業務継続戦略 

 

目標時間 

 

業務継続のための手順 

 
 

 

地震が発生する 

＜対応フローのポイント＞ 

対応手順 1の中でも、初期対応だけでも完了するように心がける。 

対応手順 3：（地震発生直後） 

被害の状況に応じて、以下の方針で対応

する。 

・ 営業社員出勤不可の場合は自宅で対

応する。 

・ システムが使用できないなど、契約者

の情報を閲覧できない場合は初期対

応まで実施する。 

対応手順 2：（地震発生直後） 

通常の手順で業務を継続する。 

対応手順 1：（地震発生直後） 

問い合わせ対応に関係する以下について確認する。 

・ 営業社員  ・ 事務所  ・ システム  ・ 契約情報  ・ インターネット・電気 

・ PC・携帯電話 

1つ以上NG 全部 OK 

対応手順 4：（地震発生後 7日） 

システムやインフラが通常に戻ったら通常

の体制で業務を継続するとともに初期対

応のみ行っていた事案を***に入力して事

故報告を完了させる。 
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訓練実施報告書のサンプル 

 

訓練実施報告書 

 報告日 20XX/XX/XX 

 部署名 ○○部 

 氏名 ○○ 

 

概要 

実施日 20XX/XX/XX 

訓練名 BCP訓練（安否確認訓練） 

実施場所 事務所 

運営者 ○○ 

実施目的 大規模地震発生時の安否確認の円滑化 

 

訓練内容 

BCPに定めた安否確認手順（LINEでの確認）を実際に行ってみ

て、各社員に手順を習得させるとともに、手順に不備や改善点

が無いか抽出すること 

 

 

訓練目標 

• 安否確認手順を全社員に周知すること 

• 各社員がいざという時に安否確認・報告を遅滞なく行える

ようになること 

 

 

訓練の結果・効果 

• 全社員●名が訓練に参加 

• 訓練開始より●分後までに全員が応答 

• 安否確認後、意見交換を実施。既存のルールで概ね問題な

いが××や○○についてルールを修正したほうが良いの

ではないかとの意見が挙がった。 

 

今後の取り組み 

• 訓練で挙がった安否確認手順を修正する。 

• 修正後のルールで再度安否確認訓練を実施する。 

• 次回の訓練は XX/XXに実施する予定。 

 

 
  

 


